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申
請
者
が
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
聴
聞
決
定
予
定
日
（
当
該
検

査
の
結
果
に
基
づ
き
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う
か
否

か
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知
事

が
当
該
申
請
者
に
当
該
検
査
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
特
定
の
日
を
通
知
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該

特
定
の
日
を
い
う
。）ま
で
の
間
に
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
育
所
の
廃
止
を
し
た
者
（
当
該
廃
止
に
つ
い

て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。）で
、
当
該
保
育
所
の
廃
止
の
承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し

な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

チ

ヘ
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
育
所
の
廃
止
の
承
認
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
申
請
者
が
、
ヘ
の
通
知
の
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
申
請
に
係
る
法
人
（
当
該
保
育
所
の
廃
止
に
つ

い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）の
役
員
等
又
は
当
該
申
請
に
係
る
法
人
で
な
い
保
育
所
（
当
該
保

育
所
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
、
当
該
保
育
所
の
廃

止
の
承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

リ

申
請
者
が
、
認
可
の
申
請
前
五
年
以
内
に
保
育
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
で
あ
る

と
き
。

ヌ

申
請
者
が
、
法
人
で
、
そ
の
役
員
等
の
う
ち
に
イ
か
ら
ニ
ま
で
又
は
ヘ
か
ら
リ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

ル

申
請
者
が
、
法
人
で
な
い
者
で
、
そ
の
管
理
者
が
イ
か
ら
ニ
ま
で
又
は
ヘ
か
ら
リ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
育
所
の
設
置
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
、

児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
育
所
の
設
置
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
認
可
の
申
請
に
係
る
保
育
所
が
所
在
す
る
市
町
村
の
長
に
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
一
条
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

第
二
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
措
置
（
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
設
置
す
る
保
育
所
若
し
く
は
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
又
は
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
行
う
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
係
る
も
の
に
限

る
。）に
要
す
る
費
用

五

第
二
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
措
置
（
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
設
置
す
る
保
育
所
若
し
く

は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
又
は
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
行
う
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
係
る
も

の
に
限
る
。）に
要
す
る
費
用

第
五
十
一
条
中
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
七
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
八
号
と
す
る
。

第
五
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条

第
二
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
児
童
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。）、
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三

十
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
り
施
設
型
給
付
費
、
特
例
施
設
型
給
付
費
、
地
域
型

保
育
給
付
費
又
は
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
保
護
者
の
児
童
で
あ
る
と
き
は
、

市
町
村
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
前
条
第
四
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
支
弁
を
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

第
五
十
三
条
中
「
、
第
六
号
の
二
」
を
削
り
、「
及
び
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
を「
、
第
七
号
及
び
第
八
号
」

に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
三
項
中
「
第
五
十
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
」を
削
り
、

「
若
し
く
は
第
五
号
に
規
定
す
る
保
育
費
用
」
を
「
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
費
用
」
に
、「
当
該
保
育
費
用
を
こ
れ

ら
の
者
か
ら
徴
収
し
た
場
合
に
お
け
る
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
保
育
所
に
お
け
る
保
育
を
行
う
こ
と
に
係

る
児
童
の
年
齢
等
に
応
じ
て
定
め
る
額
」
を
「
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
項
に
基
づ
く
審
査
の
結
果
、
そ
の
申
請
が
第
四
十
五
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
基

準
に
適
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
設
置
者
が
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
（
そ
の
者
が
社
会
福
祉
法
人
又
は
学

校
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
基
準
に
限
る
。）に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第

四
項
の
認
可
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
申
請
に
係
る
保
育
所
の
所
在
地
を
含
む

区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
と

す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
利
用
定
員
の
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
一

項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当

該
区
域
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に

掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る

保
育
所
の
設
置
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
の
当
該
都
道
府
県
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
の
達
成
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
四
項
の
認
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

都
道
府
県
知
事
は
、
保
育
所
に
関
す
る
第
四
項
の
申
請
に
係
る
認
可
を
し
な
い
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
及

び
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条

保
育
所
は
、
保
育
を
必
要
と
す
る
乳
児
・
幼
児
を
日
々
保
護
者
の
下
か
ら
通
わ
せ
て
保
育
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
設（
利
用
定
員
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
り
、幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
。）

と
す
る
。

保
育
所
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
保
育
を
必
要
と
す
る
そ
の
他
の
児
童

を
日
々
保
護
者
の
下
か
ら
通
わ
せ
て
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
の
二

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
は
、
義
務
教
育
及
び
そ
の
後
の
教
育
の
基
礎
を
培
う
も
の
と
し
て

の
満
三
歳
以
上
の
幼
児
に
対
す
る
教
育
（
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
法
律
に
定
め
る
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
を
い
う
。）及
び
保
育
を
必
要
と
す
る
乳
児
・
幼
児
に
対
す

る
保
育
を
一
体
的
に
行
い
、
こ
れ
ら
の
乳
児
又
は
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
当
な
環
境
を
与
え

て
、
そ
の
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
認
定
こ
ど
も
園
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
事
項
で
あ
つ
て
、」の
下
に
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
内
容
そ
の
他
」
を
加
え

る
。第

四
十
六
条
の
二
中
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
を
行
う
こ
と
の
権
限
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
保
護
の
」
を
「
第
二
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
す
る
」
に
改
め
、「
若
し
く
は
保
育

所
に
お
け
る
保
育
を
行
う
こ
と
の
委
託
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

保
育
所
若
し
く
は
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
又
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
は
、
第
二
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
調
整
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条
第
五
項
中
「
第
二
十
一
条
の
六
」
の
下
に「
、
第
二
十
四
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
」を
加
え
、「
又

は
保
育
の
実
施
等
」
を
「
、
助
産
の
実
施
若
し
く
は
母
子
保
護
の
実
施
又
は
当
該
児
童
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
支
給
認
定
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
」
を
「
、
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育

事
業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
、
病
児
保
育
事
業
及
び
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
六
号
中
「
第
六
号
の
三
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
の
二
を
削
り
、
第
六
号
の
三
を
第

六
号
の
二
と
し
、
第
六
号
の
四
を
第
六
号
の
三
と
す
る
。
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